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砂州の周辺領域はヤナギ類、比高が高
い中央部ではニセアカシアが繁茂 

研究対象砂州の植生繁茂状況 
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【 H18.12 】 



 

 

 

 

 

堆積領域で植生の回復が遅れる   
⇒仮説：水分と栄養塩が枯渇 

研究対象砂州の植生繁茂状況 
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洪水から3年後 



 

 

 

 

 

植生の侵入（①）、栄養塩による生長（②）、洪水
による植生の流出（③）をモデル化 

植生消長のモデル化 
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（大気からの窒素吸収機構を追加） 

（樹種別の流出特性を追加） 



 

 

 

 

 

水際部のヤナギ、比高が高い領域のニ
セアカシアの繁茂状況を再現 

 計算結果の例【検証結果：H12～H18】 
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初期土壌中窒素濃度の増加に伴い、 
草本バイオマスが増加、ニセアカシアの
繁茂面積が減少 
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計算結果の例【土壌中窒素量の感度分析】 
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他河川での検証による適応性の確認 
 
樹種の追加（タケ類、ヤナギ類細分化） 
 
樹木管理、礫河原再生、維持管理を目的と
した実務への展開 

                等々 
 

今後の課題 
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ご静聴ありがとうございました 



 

 

 

 

 

 

 

研究対象砂州の植生繁茂状況 
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平成11年9洪水後から平

成18年にかけて植生が

繁茂 

平成11年9月洪水によ

り植生の大半が流出 
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【参考】植生消長モデルの仕様 
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【参考】植生消長モデルの仕様 



 

 

 

 

 

樹種別の種子の散布時期と洪水時の
水位を考慮し、植生の侵入の有無を  
モデル化 
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HWL

融雪期洪水

平水位 ヤナギ

草本

人工地
（グランド、ゴルフ場、田畑）

ヤナギ

草本

裸地

河床撹乱が小
（多年生草本が主）

河床撹乱が大
（1年生草本が主）

植生消長のモデル化 
 

ニセアカシアは前年の洪

水ピーク水位から50cm

の領域で設定 
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河床変動、植生消長、栄養塩循環の相互作
用を考慮した植生消長モデルを構築 
 
種子の漂着時期に着目し、樹種別に侵入領
域を設定 
 
砂州と植生（草本類・木本類）の栄養塩循
環を考慮できる植生消長モデルを開発 
 

結論 
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